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決算状況（一般会計）
市民の皆さんに納めていただいた大切な税金がどの
ように使われているか、どのような財源をもとに事
業を行っているのかをご理解いただくため毎年5月
と 11月の年 2回、財政状況をお知らせしています。
今回は、平成 18年度決算状況と平成 19年度上半
期の補正予算状況についてお知らせします。

岩出小学校北校舎大規模改造工事

　平成18年度決算について歳入については、対前年度1,933,506千円減となる13,521,831千円。
その主な内容として市税は制度改正などにより増額。繰入金、市債は投資的経費の減少により減額。
地方交付税は市制施行等により増額。国庫支出金は新規事業等の補助採択により増額となっており
ます。歳出については、対前年度 1,319,233 千円減となる 13,223,346 千円。民生費で生活保護
などの扶助費の増加により増額。衛生費ではクリーンセンター建設事業により増額。農林業費、土
木費、教育費は投資的経費の減少により減額。公債費は臨時財政対策債の単年度償還額の減少によ
り減額となっております。

（単位：千円）

市税 繰入金 繰越金 分担金
負担金 その他自主財源 地方交付税 市債 国庫支出金 県支出金 その他依存財源 合計

平成18年度 4,759,755 934,713 912,757 674,522 354,574 2,462,320 392,900 1,224,881 697,684 1,107,725 13,521,831

平成17年度 4,594,806 2,195,978 962,981 658,458 305,235 2,291,153 1,872,500 984,784 639,873 949,569 15,455,337

増　減 164,949 -1,261,265 -50,224 16,064 49,339 171,167 -1,479,600 240,097 57,811 158,156 -1,933,506

対前年度比 4% -57% -5% 2% 16% 7% -79% 24% 9% 17% -13%
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（単位：百万円）

歳入　135億2183万1千円

市
税

繰
入
金

繰
越
金

分
担
金
及
び
負
担
金

そ
の
他
自
主
財
源

地
方
交
付
税

市
債

国
庫
支
出
金

県
支
出
金

そ
の
他
依
存
財
源

自主財源 依存財源

平成17年度
平成18年度

住民一人あたり
（平成 19年 3月末人口 51,679 人）
決算額
　歳　入 261,650 円
　歳　出 255,875 円
　税金負担額 92,102 円
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平成18年度 岩出市 

安上湯窪線新設改良事業

平成 18 年度の主な事業
●押川農道、境谷農道整備事業
 88,449,000 円
●安上湯窪線新設改良事業
 111,013,000 円
●岩出小学校北校舎大規模改造工事
 139,650,000 円

【歳入用語解説】
自主財源……………市が自主的に収入することができるお金
依存財源……………国や県から交付または割り当てられるお金
市　税………………市行政の運営経費を賄うため、市民の皆さんに納めていた

だく税金
繰入金………………積み立てた基金の取り崩しによって繰り入れたお金
繰越金………………昨年度から持ち越したお金
分担金及び負担金…岩出市が行う事業によって、特に利益を受けた方から負担

していただくお金
地方交付税…………所得税・消費税・酒税などの国税のうち一定割合を岩出市

に交付されるお金
市　債………………事業などで多額の資金が必要な時に、国や金融機関から受

ける融資
国庫（県）支出金…道路整備等の事業費や老人医療・児童手当の給付費等に対し、

国や県が一定割合を負担補助するお金

【歳出用語解説】
議会費……市議会の活動に要する経費
総務費……市役所の全般的な管理事務、徴税事務、戸籍事務などに要する経費
民生費……高齢者・障害者福祉、児童手当、保育所運営など福祉向上に要する経費
衛生費……検診、母子保健事業、ごみ収集処理などに要する経費
農林業費…農林業振興、水路改修などに要する経費
商工費……産業振興費、観光対策などに要する経費
土木費……道路、河川、公園など公共施設の建設整備に要する経費
消防費……防災訓練など予防啓発、初期消防活動などに要する経費
教育費……学校教育、生涯教育などに要する経費
公債費……市債の返済に要する経費

（単位：千円）

議会費 総務費 民生費 衛生費 農林業費 商工費 土木費 消防費 教育費 災害復旧費 公債費 諸支出金 合計

平成18年度 144,660 1,100,035 3,629,703 2,276,788 373,974 48,397 1,317,253 535,055 1,697,132 2 1,760,800 339,547 13,223,346

平成17年度 110,166 1,163,190 2,810,983 1,823,210 402,786 73,153 1,804,001 517,204 2,630,260 0 2,339,364 868,262 14,542,579

増　減 34,494 -63,155 818,720 453,578 -28,812 -24,756 -486,748 17,851 -933,128 2 -578,564 -528,715 -1,319,233

対前年度比 31% -5% 29% 25% -7% -34% -27% 3% -35% － -25% -61% -9%
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歳出　132億2334万6千円
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◉基金と市債の残高の推移（※一般会計に係る分にて算出）
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市債現在高

基金残高

平成18年度末
住民一人当たり

市債現在高
174,919円
基金残高
80,271円

◉平成18年度 特別会計決算額

◉平成18年度 公営企業会計決算額

歳　入 歳　出 差　引

国民健康保険特別会計 4,107,214 4,105,645 1,569

老人保健特別会計 2,816,490 2,805,874 10,616

介護保険特別会計 1,961,079 1,948,166 12,913
地域改善対策住宅整備資金等貸付事
業特別会計 1,377 1,029 348

下水道事業特別会計 1,407,047 1,396,738 10,309

墓園事業特別会計 172,422 172,422 0

※特別会計とは、特定の歳入歳出を一般の歳入歳出と区分して別個に処理するための会計。

単位：千円

収　入 支　出 差　引

水道事業会計
収益的収支 823,584 770,052 53,532

資本的収支 226,467 359,829 -133,362

※公営企業会計とは、地方公営企業法の適用を受ける企業会計。岩出市では水道事業会計。

単位：千円
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平成19年度 補正予算の状況平成19年度 補正予算の状況
　平成 19年度一般会計当初予算額は、148 億 315 万円でした。上半期において 3628 万 7千円追加し、歳入歳出そ
れぞれ 148億 3943 万 7千円になりました。
　補正の主な内容は、自主防災組織の追加要望、人事異動に伴う人件費、平成 18年度補助金精算等です。
　平成 19年度特別会計については、老人保健特別会計、介護保険特別会計、地域改善対策住宅整備資金等貸付事業特
別会計、下水道事業特別会計、墓園事業特別会計において補正予算を組んでいます。
　なお、各会計にかかる補正の状況は下記のとおりです。

（歳入）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円、％）
款 本年度予算額 補正額 計 構成比

1 市 税 5,080,934 0 5,080,934 34.2
2 地 方 譲 与 税 135,000 0 135,000 0.9
3 利 子 割 交 付 金 40,000 0 40,000 0.3
4 配 当 割 交 付 金 20,000 0 20,000 0.1
5 株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 28,000 0 28,000 0.2
6 地 方 消 費 税 交 付 金 300,000 0 300,000 2.0
7 ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 10,000 0 10,000 0.1
8 自 動 車 取 得 税 交 付 金 63,000 0 63,000 0.4
9 地 方 特 例 交 付 金 48,000 0 48,000 0.3
10 地 方 交 付 税 2,251,000 0 2,251,000 15.2
11 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 7,000 0 7,000 0.1
12 分 担 金 及 び 負 担 金 667,114 0 667,114 4.5
13 使 用 料 及 び 手 数 料 111,940 0 111,940 0.8
14 国 庫 支 出 金 1,745,143 -6,402 1,738,741 11.7
15 県 支 出 金 799,716 17,338 817,054 5.5
16 財 産 収 入 7,267 0 7,267 0.1
17 寄 付 金 30,000 0 30,000 0.2
18 繰 入 金 1,433,723 25,351 1,459,074 9.8
19 繰 越 金 1 0 1 0.0
20 諸 収 入 89,212 0 89,212 0.6
21 市 債 1,936,100 0 1,936,100 13.0

歳入合計 14,803,150 36,287 14,839,437 100.0

（歳出）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円、％）
款 本年度予算額 補正額 計 構成比

1 議 会 費 137,301 -6,705 130,596 0.9
2 総 務 費 1,352,046 -22,300 1,329,746 9.0
3 民 生 費 4,136,804 6,608 4,143,412 27.9
4 衛 生 費 3,788,995 11,516 3,800,511 25.6
5 農 林 業 費 435,344 -27,077 408,267 2.7
6 商 工 費 53,315 2,433 55,748 0.4
7 土 木 費 1,254,201 4,351 1,258,552 8.5
8 消 防 費 557,756 5,892 563,648 3.8
9 教 育 費 1,377,720 -3,395 1,374,325 9.3
10 災 害 復 旧 費 4 0 4 0.0
11 公 債 費 1,627,274 0 1,627,274 11.0
12 諸 支 出 金 32,390 64,964 97,354 0.6
13 予 備 費 50,000 0 50,000 0.3

歳出合計 14,803,150 36,287 14,839,437 100.0

一般会計

特別会計

公営企業会計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
会　　　計　　　名 当初予算額 補正額 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 4,255,775 0 4,255,775
老 人 保 健 特 別 会 計 2,792,988 16,714 2,809,702
介 護 保 険 特 別 会 計 2,108,972 4,691 2,113,663
地域改善対策住宅整備資金等貸付事業特別会計 1,031 3,755 4,786
下 水 道 事 業 特 別 会 計 1,342,640 10,957 1,353,597
墓 園 事 業 特 別 会 計 83,519 248 83,767

合　　　計 10,584,925 36,365 10,621,290

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
水道事業会計（収入） 当初予算額 補正額 計

収 益 的 収 入 952,425 0 952,425
資 本 的 収 入 84,493 0 84,493

合　　　計 1,036,918 0 1,036,918

水道事業会計（支出） 当初予算額 補正額 計
収 益 的 支 出 929,936 846 930,782
資 本 的 支 出 695,493 0 695,493

合　　　計 1,625,429 846 1,626,275
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関

す
る
人
権
相
談
を
は
じ
め
、
差
別

的
取
扱
い
、
暴
行
・
虐
待
、
い
じ

め
、い
や
が
ら
せ
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー

侵
害
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
侵

害
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
日　

時
〕

　

11
月
13
日
㈫
午
後
１
時
〜
４
時

〔
場　

所
〕

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー　

金
池
92
番
地

　
　

電
話
63

３
２
４
６
㈹

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕

　

福
祉
課
人
権
啓
発
係

　
　

電
話
62

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
２
１
）

人
権

相
談
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第
25
回

「
人
権
の
花
運
動
」
の

審
査
結
果
に
つ
い
て

　

和
歌
山
地
方
法
務
局
と
和
歌
山

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

人
権
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、

県
内
の
小
学
校
を
対
象
に
毎
年

「
人
権
の
花
運
動
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
県
下
101
校
か
ら
の
応
募

が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
市
内
で

の
入
賞
校
が
次
の
と
お
り
決
定
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

優
秀
賞　

根
来
小
学
校

奨
励
賞　

山
崎
小
学
校

　
　
　
　

山
崎
北
小
学
校

　
　
　
　

中
央
小
学
校

和歌山地方法務局・和歌山県人権擁護委員連合会からのお知らせ

「平成19年度 人権啓発フェスティバル
和歌山会場」について
　和歌山地方法務局と和歌山県人権擁護委員連合会では、平成 19 年度
人権啓発フェスティバル和歌山会場において、以下の啓発活動を実施
します。
１　人権啓発パネル展
•第 25 回和歌山県人権の花運動の優秀作品展示
•世界人権宣言パネルの展示
　日時　11 月 17 日㈯　10 時～ 17 時、18 日㈰　10 時～ 16 時
　会場　和歌山ビック愛 12 階 1201 号室
２　法務省人権啓発キャラクターによる撮影イベント
　法務局の人権イメージキャラクター「人権まもる君」「人権あゆみちゃ
ん」と写真撮影し、人権の標語を印刷した卓上カレンダーとして進呈
します。
　日時　11 月 17 日㈯・18 日㈰　11 時～ 12 時（各日先着 100 名）
　会場　和歌山ビック愛 12 階 1201 号室
３　アンパンマンによる記念撮影会と握手会
　日時　11 月 17 日㈯　15 時～ 16 時
　会場　和歌山ビック愛 12 階 1201 号室
４　法務局なんでも相談所の開設
　登記・人権・戸籍・供託といった法務局の業務にかかわるあらゆる
相談を受け付けます。相談は無料で秘密は守られます。お気軽にご相
談ください（予約制ですが当日の相談にも応じます。予約問い合わせ
先　和歌山地方法務局総務課　℡ 073-422-5131）。
　日時　11 月 17 日㈯　10 時～ 16 時、18 日㈰　10 時～ 15 時
　会場　和歌山ビック愛 12 階 1202 号室
５　法務局出前講座
　法務局に寄せられる最も多い相談のうち、「相続登記」に関する内容
の講座を実施します（※予約制　予約問い合わせ先　和歌山地方法務
局総務課　℡ 073-422-5131）。
　日時　11 月 18 日㈰　14 時～
　会場　和歌山ビッグ愛 12 階 1201 号室
　なお、和歌山ビッグホエールブースにおいても和歌山県人権擁護委
員連合会による各種人権啓発イベントを実施します。
○問い合わせ先　和歌山地方法務局人権擁護課　℡ 073-422-5131

11 月 12 日㈪～ 18 日㈰まで
「女性の人権ホットライン」
相談日を開設！
　午前８時 30 分から午後７時 00 分ま
で（但し、土曜日、日曜日は、午前
10 時から午後５時まで）
　当日、女性の人権擁護委員が電話に
て相談に応じています。秘密は守られ
ます。
☎０７３－４２５－２７０６

（和歌山地方法務局人権擁護委員室内）
☎０５７０－０７０－８１０

（全国共通ナビダイヤル）
相談内容等
①夫や恋人からの暴力、職場等におけ

るセクシュアル・ハラスメント、ストー
カー行為など、女性の人権にかかわ
るすべての問題について、女性の人
権擁護委員が電話相談に応じます。

②通常は、月曜から金曜日（祝日は
除く。午前８時 30 分～午後５時 15
分）まで同じ電話番号で「女性の人
権ホットライン」を開設しています。

（休日及び時間外は留守番電話にな
ります。）

　　なお、毎週月曜日と水曜日は女性
の人権擁護委員が相談に応じます。

優秀賞の根来小学校
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まちのホットな情報を届けます

　

朝
稲
委
員
は
、
平
成
2
年
に
総

務
庁
長
官
（
当
時
）
か
ら
行
政
相

談
委
員
の
委
嘱
を
受
け
て
以
来
、

17
年
余
に
わ
た
り
、
地
域
の
住
民

の
方
々
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
応
じ
、適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
、

必
要
に
応
じ
て
行
政
機
関
に
住
民

の
苦
情
を
伝
え
る
等
の
活
動
を
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成

7
年
4
月
か
ら
は
、
和
歌
山
行

政
相
談
委
員
協
議
会
の
理
事
と
し

て
、
行
政
相
談
員
制
度
の
推
進
や

広
報
活
動
に
も
ご
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
朝
稲
委
員
の
地
道
で

直
向
き
な
活
動
に
対
し
、
そ
の
功

績
を
讃
え
今
回
の
受
章
と
な
り
ま

し
た
。

　

現
在
、
岩
出
市
で
は
、
朝
稲
行

政
相
談
委
員
と
、
島
本
行
政
相
談

委
員
（
水
栖
）
の
2
名
が
国
か
ら

の
委
嘱
を
受
け
、
積
極
的
な
相
談

活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
1
回
、
総
合
保
健
セ
ン

タ
ー
に
て
「
行
政
相
談
所
」
を
開

設
し
、
定
期
的
な
相
談
活
動
も

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
行
政
機

関
へ
の
苦
情
、
相
談
等
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
ご
利
用
下
さ
い
。

　

な
お
、行
政
相
談
の
開
設
日
は
、

本
紙
の
19
ペ
ー
ジ
で
毎
月
ご
紹
介

し
て
い
ま
す
。

「
火
は
見
て
る

　
　

あ
な
た
が
離
れ
る

　
　
　
　
　

  

そ
の
時
を
」

◎
期　

間

11
月
９
日
㈮
〜
11
月
15
日
㈭
ま

で
の
７
日
間

◎
目　

的

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の

普
及
を
図
り
、
も
っ
て
火
災
の

発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者
等
を

中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減

少
さ
せ
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◎
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

― 

３
つ
の
習
慣 

―

•
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

•
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

•
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

― 

４
つ
の
対
策 

―

•
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
等
を
設
置
す

る
。

•
家
具
や
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

災
品
を
使
用
す
る
。

•
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る
。

•
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　

最
近
、
使
用
期
間
の
長
い
家
電

製
品
に
よ
る
火
災
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
使
用
期
間
の
長
い
家

電
製
品
を
使
用
す
る
と
き
は
、
異

常
が
な
い
か
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室　

内
線
１
１
４

和
歌
山
県
社
会
福
祉
功
労
者

表
彰
式
に
お
い
て
「
知
事
感

謝
状
」
を
受
賞
さ
れ
る

朝
川
將
治
氏
（
水
栖
）

岡
本
房
子
氏
（
北
大
池
）

　

以
上
２
名
の
方
々
は
、
永
年
民

生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
、
地

域
の
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与

し
、
功
労
さ
れ
た
と
し
て
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
に

　

吉
村　

和
氏
が
再
任

　

こ
の
た
び
任
期
満
了
に
よ
り
、

平
成
19
年
10
月
１
日
付
け
で
教
育

委
員
に
吉
村　

和
氏
（
岩
出
市
畑

毛
一
六
五
番
地
）
が
再
任
さ
れ
ま

し
た
。

総
務
大
臣
表
彰
を
受
章

　

行
政
相
談
委
員　

朝あ
さ

稲い
ね 

記き

美み

恵え

氏
（
金
屋
）

平
成
19
年

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施

使
用
期
間
の
長
い
家
電
製
品
を

ご
使
用
さ
れ
て
い
る
皆
様
へ
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岩
出
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
で
は
、
各
地
区
公
民
館
で
実
施

す
る
文
化
教
室
の
運
営
、
企
画
に

関
し
て
皆
様
の
ご
意
見
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

•
開
催
し
て
欲
し
い
教
室
の
内
容

•
今
開
催
さ
れ
て
い
る
教
室
の
開

催
場
所
や
日
時
等
に
対
す
る
意
見

•
講
師
の
推
薦
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

ご
意
見
を
募
っ
て
い
ま
す
。

学
校
開
放
月
間
と
は

　

小
中
学
校
に
お
い
て
、
県
下
一

斉
に
十
一
月
を
学
校
開
放
月
間
と

定
め
、
授
業
や
学
校
行
事
等
を
公

開
す
る
と
と
も
に
、
学
校
の
教
育

活
動
を
説
明
す
る
機
会
と
し
、
保

護
者
や
地
域
の
人
々
が
学
校
へ
の

理
解
と
関
心
を
深
め
、
地
域
ぐ
る

み
で
児
童
生
徒
を
育
成
す
る
機
運

を
高
め
る
た
め
に
行
い
ま
す
。

　

左
記
の
日
程
で
学
校
開
放
を
行

い
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
方
々
の
ご
来
校
を
お
持
ち
し
て

い
ま
す
。

○
岩
出
小
学
校

　

授
業
公
開

　
　

十
一
月
二
十
日
㈫

　
　

８
時
45
分
〜
15
時
20
分

　

授
業
参
観

　
　

13
時
40
分
〜
14
時
25
分

　

教
育
講
演
会

　
　

14
時
35
分
〜
15
時
40
分

　

岩
小
祭
り

　
　

十
一
月
二
十
九
㈭

　
　

13
時
10
分
〜
14
時
40
分

○
山
崎
小
学
校

　

授
業
公
開

　
　

十
一
月
七
日
㈬

　
　

９
時
30
分
〜
11
時
15
分

　
　

13
時
35
分
〜
14
時
20
分

　

親
子
ふ
れ
あ
い
鑑
賞
会

　
　

十
一
月
七
日
㈬

　
　

10
時
30
分
〜
11
時
15
分
高
学
年

　
　

13
時
35
分
〜
14
時
20
分
低
学
年

○
山
崎
北
小
学
校

　

授
業
参
観

　
　

十
一
月
六
日
㈫

　
　

13
時
30
分
〜
14
時
15
分

　

教
育
講
演
会

　
　

十
一
月
六
日
㈫

　
　

14
時
30
分
〜
16
時
00
分

　

山
北
学
園
祭

　
　

十
一
月
十
八
日
㈰

　
　

11
時
00
〜
15
時
30
分

○
根
来
小
学
校

　

根
小
親
子
祭

　
「
根
来
へ
よ
っ
と
い
デ
ー
」

　
　

十
一
月
十
日
㈯

　

公
開
授
業

　
　

９
時
15
分
〜
10
時
00
分

　

イ
ベ
ン
ト
Ⅰ

　
　

10
時
20
分
〜
11
時
30
分

　

イ
ベ
ン
ト
Ⅱ

　
　

12
時
30
分
〜
14
時
15
分

○
上
岩
出
小
学
校

　

授
業
参
観
・
懇
談
会

　
　

十
一
月
二
日
㈮

　
　

13
時
35
分
〜

　

上
小
ふ
れ
あ
い
祭
り

　
　

十
一
月
十
日
㈯

　
　

11
時
00
分
〜
14
時
00
分

　

道
徳
教
育
中
間
発
表
会

　
　

十
一
月
二
十
九
日
㈭

　
　

13
時
35
分
〜

　
　
（
学
校
関
係
者
の
み
）

○
中
央
小
学
校

　

授
業
公
開

　
　

十
一
月
七
日
㈬

　
　

13
時
40
分
〜
16
時
00
分

　

講
演
会

　
　

十
一
月
七
日
㈬

　
　

14
時
45
分
〜
16
時
00
分

　

土
曜
お
も
し
ろ
教
室

　
　

十
一
月
十
日
㈯

　
　

９
時
〜
11
時
00
分

○
岩
出
中
学
校

　

総
合
文
化
祭

　
　

十
一
月
六
日
㈫

　
　

９
時
〜
14
時
30
分

　

授
業
参
観
（
一
・
二
年
）

　
　

十
一
月
九
日
㈮

　
　

13
時
25
分
〜
14
時
15
分

　

３
年
進
路
説
明
会

　
　

13
時
45
分
〜
15
時
15
分

　

岩
出
リ
フ
ォ
ー
ム
大
作
戦

　
　

十
一
月
十
一
日
㈰

　
　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

○
岩
出
第
二
中
学
校

　

授
業
公
開

　
　

十
一
月
七
日
㈭
〜

　
　

十
一
月
九
日
㈮

　
　

10
時
45
分
〜

　

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
公
開
は

　

16
時
30
ま
で

　

授
業
参
観
（
一
・
二
年
）

　
　

十
一
月
八
日
㈭

　
　

13
時
25
分
〜
14
時
15
分

　

３
年
進
路
説
明
会

　
　

13
時
25
分
〜
14
時
15
分

※
詳
細
は
各
学
校
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

官
製
は
が
き
に
ご
意
見
を
ご
記

入
の
上
、「
〒
649

6292
岩
出
市
西

野
２
０
９
番
地　

岩
出
市
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課　

公
民
館
係
」

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
今
後
の
文

化
教
室
企
画
運
営
の
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
匿
名
で
も
結

構
で
す
。

  
生
涯
学
習
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

平成19年度 実施文化教室一覧

教　室　名
1 初歩の書道
2 書道（中級）
3 書道（陵雲）
4 英会話（初級）
5 韓国語（初級）
6 手話
7 あなたを活かす話し方教室
8 男の料理
9 お菓子づくり（小学生）
10 お菓子づくり（一般）
11 水墨画
12 絵手紙
13 陶芸Ａ・Ｂ
14 歳時記を楽しむ教室
15 少年少女コーラス

平
成
十
九
年
度「
学
校
開
校
月
間
」の
お
知
ら
せ

NEWS IWADE

陶芸教室の様子

生徒の皆さんの作品
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税務税務課課からから
ののお知らせお知らせ
【お問い合わせ先】
岩出市役所　総務部税務課…TEL.62-2141 ㈹
納税係…………………………内線 151 ～ 153
固定資産税係…………………内線 145 ～ 147

納税は便利で確実な口座振替制度を
ご利用ください。

口座振替のお問い合わせは、税務課納税係まで。

開催日時 開催場所 対象者

平成19年11月27日㈫
午後１時30分から

午後３時30分まで

かつらぎ総合文化会館
（かつらぎ町丁ノ町 2454）

橋本市、伊都郡の方

平成19年11月28日㈬
午後１時30分から

午後３時30分まで

岩出市立市民総合体育館
（岩出市荊本 63-2）

紀の川市、岩出市の方

【お問い合わせ】粉河税務署　源泉担当 ☎0736-73-4288／粉河納税協会 ☎0736-73-2466

源 泉 所 得 税 の
年末調整説明会のご案内

　平成 19 年分の年末調整のしかた及び法定調書等の提出方法につい

て、次のとおり説明会を開催いたしますので、ご多忙中とは存じますが、

ご出席くださるようご案内いたします。

　なお、対象地区での説明会に参加できない方は、他の会場でも受け付

けておりますので、是非ともご出席くださるようお願いいたします。

　また、年末調整関係書類は、説明会開催日までに事前送付し

ますので、説明会当日にご持参ください。

　固定資産税の対象となる家屋

は、毎年１月１日現在にある家

屋であり、原則として所有して

いる人に課税されます。

　年の途中に家屋を取り壊した

場合は、翌年度から課税の対象

となりませんので、『建物滅失届』

を提出していただきますよう、

お知らせいたします。

　詳しくは、税務課固定資産税係

（☎62-2141内線145～147）ま

でお問い合わせください。

『建物滅失届』
のお知らせ

市
税
等
の
滞
納
は

許
さ
れ
ま
せ
ん
！

　

市
で
は
、
自
主
財
源
の
確
保
と

税
等
負
担
の
公
平
化
を
図
る
た

め
、市
税
を
は
じ
め
介
護
保
険
料
、

保
育
料
、
水
道
料
、
学
校
給
食
費

等
の
滞
納
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て
積
極

的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

度
重
な
る
催
告
に
も
か
か
わ
ら

ず
納
付
の
意
思
の
見
ら
れ
な
い
方

に
対
し
て
は
、財
産
調
査
を
行
い
、

法
的
な
措
置
を
実
施
し
ま
す
。
ま

だ
納
付
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
至

急
市
役
所
又
は
金
融
機
関
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
な
ん
ら

か
の
事
情
で
納
付
で
き
な
い
方

は
、
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
こ
と

な
く
、
市
役
所
税
務
課
な
ど
関
係

各
課
ま
で
是
非
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
毎
月
第
２
、
第
４
木
曜

日
（
11
月
は
８
日
と
22
日
）
に
税

務
課
と
保
険
年
金
課
に
お
い
て
、

午
後
８
時
ま
で
夜
間
納
税
相
談
を

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

11
月
11
日
㈰
か
ら

11
月
17
日
㈯
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す

介護保険
のご案内
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介介護護保保険険
ののごご案内案内
【問い合わせ先】
保険年金課介護保険係………内線 189・198

介護予防の取り組みをして、
いつまでも元気に楽しく暮らしましょう

元気な体をつくる『介護予防』④
～いきいきと暮らすために～

◎『認知症』予防
　認知症を防ぐには、「エピソード記憶」「注意分割力」「計
画力（思考力）」の３つの能力を鍛えるとともに、脳の血流
をよくするためにウォーキングなどの有酸素運動を習慣化
することが大切です。

◎『うつ』予防
　老化や病気による身体的変化、退職、
親しい人との別れなど、高齢者には「うつ」
にかかる要因がたくさんあります。「うつ」
になると活動の意欲をなくし、閉じこも
りを招き心身の機能が低下してしまいま
す。「うつ」の症状に早めに気づいて専門
医などに相談することが大切です。
○地域の活動に参加しよう
　同じ世代や環境の人と交流を図ること
で気晴らしができます。

○つらい気持ちをゆっくり話してみよう
　口に出して話すことが解決への第一歩
になります。身近な人や専門家に少しず
つ相談してみましょう。

◎『閉じこもり』予防
　家に閉じこもりの生活は、筋力低下を招き転倒したり、
消化機能を低下させ低栄養の状態になったりします。これ
が続くと寝たきりや認知症へとつながりかねません。
　外へ出る楽しみや喜びを見つけ、閉じこもりを予防しま
しょう。

［楽しみ広がるお出かけポイント］
•地域の活動や催しなどに積極的に参加しよう！
•空いた時間に散歩しよう！
•地域社会に根ざした仕事、経験や知識を活かしたボラン
ティア活動をしよう！
•食料品や消耗品の買い物にはこまめに
　出かけて顔なじみになろう！
•趣味のグループ活動、同好会で人との
　交流を持とう！

参考資料）わかやまイキイキパンフレット2007ー元気な体をつくる「介護予防」ー

第１号被保険者（65歳以上）
介護保険料普通徴収 納期
平成19年度 介護保険料第６期分の
納期限は、11月30日㈮です｡
期日に遅れないようにお納めください。
　みなさんが納める保険料は、介護保険
の大切な財源となっています。便利で確
実な口座振替制度をご利用ください。

○一日前の日記を書く
　エピソード記憶を鍛える。

○人と話す
　注意分割力を鍛える。

○２つの料理を同時に作る
○旅行の計画をたてる
　計画力（思考力）と注意
　分割力を鍛える。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
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生生活活環環境境
ののペペーージジ

みんなでつくろう！ごみのない街・きれいな街・美しいふるさとづくり

問い合わせ　生 活 環 境 課　62-2141
　　　　　　クリーンセンター　62-0814

平
成
19
年
度

生
ご
み
処
理
容
器
購
入
補

助
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　

岩
出
市
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
ご
み
の
減
量
化
及
び
堆
肥

化
に
よ
る
資
源
の
再
利
用
（
リ
サ

イ
ク
ル
）
を
図
る
た
め
、
生
ご
み

処
理
容
器
に
つ
い
て
購
入
価
格
の

二
分
の
一
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

生
ご
み
処
理
容
器
（
Ａ
）
タ
イ

プ
20
基
、（
Ｂ
）
タ
イ
プ
20
基
程

度
の
補
助
枠
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
、
印
鑑
を
ご
持
参

の
上
、
生
活
環
境
課
ま
で
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

　

な
お
、
電
話
で
の
申
し
込
み
受

付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下

さ
い
。品　名 購入価格 補助金 個人負担額

生ごみ
処理容器A 4,410 円 2,205 円 2,205 円

生ごみ
処理容器B 3,305 円 1,652 円 1,653 円

（※上記金額には、消費税を含みます。）

一般家庭から出るごみで市で収集
できないごみの回収のお知らせ

　市で回収できない廃棄物（粗大ごみ回収で回収する
ことができないもの等）を岩出市総合体育館に各自持
ち寄っていただき、有料で専門業者が回収するという
機会を 12月 16日㈰に設けました。
　なお、実施内容等詳細につきましては、広報いわで
12月号に掲載いたします。

温室効果ガスの削減に関する
研修会に講師を派遣します

　地球温暖化防止の一環として、効果的な排出削減を
推進するため、電気使用量削減などの研修会に対して、
地球温暖化防止活動推進員らによる講師を派遣します。
詳しくは、和歌山県地球温暖化防止推進センター
（NPO法人わかやま環境ネットワーク）
電話０７３ー４３２ー０２３４

　

浄
化
槽
が
故
障
し
て
い
た
り
、

正
し
い
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い

と
、
近
所
の
方
々
に
迷
惑
を
か
け

る
ば
か
り
で
な
く
、
河
川
や
生
活

環
境
の
汚
染
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
お
宅
の
浄
化
槽
は
大
丈
夫
で

し
ょ
う
か
?
定
期
的
に
保
守
点

検
、
法
定
検
査
、
清
掃
を
し
て
適

正
な
管
理
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

◎
保
守
点
検
と
は

　

浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
浄
化
槽

の
機
能
が
正
し
く
働
き
、
放
流
水

が
基
準
内
で
流
さ
れ
る
よ
う
、
定

期
的
に
保
守
点
検
を
行
う
こ
と
が

法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
保
守
点
検
は
専
門
の
登
録
業

者
に
委
託
し
ま
し
ょ
う
。  

◎
法
定
検
査
と
は

　

浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
毎
年
一

回
（
新
た
に
設
置
、
又
は
構
造
及

び
規
模
を
変
更
し
た
浄
化
槽
に
つ

い
て
は
、
使
用
開
始
後
6
か
月
経

過
し
た
日
か
ら
2
か
月
の
間
に
一

回
）
水
質
に
関
す
る
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
検
査
の
申
込
み
は
、和

歌
山
県
水
質
保
全
セ
ン
タ
ー

（
０
７
３
―
４
３
２
―
６
４
３
３
）

に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

◎
清
掃
と
は
、

　

浄
化
槽
を
一
定
期
間
使
用
し
て

い
る
と
、
汚
泥
・

※

ス
カ
ム
が
た
ま

り
、
放
っ
て
お
く
と
浄
化
す
る
能

力
が
低
下
し
、
水
域
が
汚
濁
さ
れ

て
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
の

で
、
清
掃
を
す
る
こ
と
が
法
律
で

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
浄
化

槽
の
清
掃
は
、
毎
年
一
回
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
市
許
可

業
者
に
お
い
て
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

※
ス
カ
ム
（
浮
上
し
て
い
る
汚
泥
）

浄
化
槽
を
使
用
さ
れ
て
い
る
ご
家
庭
の
方
へ
!!

「
空
き
地
等
の
雑
草
除
去

に
つ
い
て
」
の
お
願
い

　

空
き
地
等
に
雑
草
が
繁
茂
し

ま
す
と
、
住
環
境
や
健
康
に
悪

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
の
で
、
空

き
地
の
所
有
（
管
理
）
者
は
、

周
辺
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ

う
に
責
任
を
持
っ
て
雑
草
除
去

を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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11 月
の不燃物と
資源ごみの
回収予定日

回収区域 不燃物（カン・ビン類） 資源ごみ

県道泉佐野岩出線
東側 地域

11月７日・21日
（第１・第３水曜日）

毎週金曜日

県道泉佐野岩出線
西側 地域

11月14日・28日
（第２・第４水曜日）

毎週木曜日

◉市外からのごみの持込み（持出しも同様）は、法律により禁止されています。（廃掃法第 6条第 1項、
第 4項、第 6条の 2第 1項）

◉市内で営業活動を行っている事業者（排出者）は、排出者の責任で廃棄物を処理しなければなりません。
（廃掃法第 3条）
◉事業者自らが搬入し処理を依頼する事業系一般廃棄物については、処理手数料が必要です。（有料処理）
（廃掃法および条例）
◉事業者が岩出クリーンセンターに廃棄物を搬入処理する場合は、登録が必要です。（登録申請の受付は
センターへ。）随時受付。

　岩出クリーンセンターに、廃棄物を自己搬入する場合は、

「持ち込みごみ申請書」への記入とあわせて、「免許証等住

所確認ができる証明書」による住所の確認を実施させてい

ただいておりますので、市民の皆様方のご理解とご協力を

お願いいたします。

持込受付時の車両運行については、十分注意してください。持込車両は、鉄板の上をさ
けてロータリー植え込み側（東側）黄色の線内に駐車してください。

＊現在クリーンセンターでは、新施設建設工事を行っていますので、搬入時は充分注意
してください。

＊ごみの搬入時間は、月曜日から金曜日の午前 8時 30分から 12時までの午前中です。

クリーンセンターからお知らせ

生活環境のページ
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保保健健推推進進
だだよよりり

【
助
成
対
象
者
】

　

次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に

も
該
当
す
る
方

①
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫

婦
で
、
夫
ま
た
は
妻
の
い
ず
れ

か
一
方
が
和
歌
山
県
内
に
１
年

以
上
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

②
申
請
日
に
お
い
て
岩
出
市
に
夫

ま
た
は
妻
の
い
ず
れ
か
一
方
が

住
民
基
本
台
帳
に
記
載
、
ま
た

は
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

③
医
療
保
険
各
法
に
基
づ
く
被
保

険
者
若
し
く
は
組
合
員
ま
た
は

そ
れ
ら
の
方
の
被
扶
養
者
で
あ

る
こ
と
。

④
夫
ま
た
は
妻
の
前
年
の
所
得
の

合
計
額
が
６
５
０
万
円
未
満
で

あ
る
こ
と
。

【
対
象
と
な
る
治
療
】

①
医
療
保
険
各
法
に
規
定
す
る
療

養
の
給
付
が
適
用
と
な
る
不
妊

治
療

②
医
療
保
険
適
用
外
の
不
妊
治
療

の
う
ち
、
体
外
受
精
及
び
顕
微

授
精
を
除
く
治
療

③
治
療
開
始
前
に
行
っ
た
不
妊
原

因
を
調
べ
る
た
め
の
検
査

【
助
成
限
度
額
】

１
年
度
当
た
り
３
万
円
を
限
度
の

連
続
す
る
２
年
間

　

な
お
、
本
年
度
の
助
成
に
つ
い

て
は
、
４
月
１
日
以
降
に
受
け
た

治
療
ま
で
遡
っ
て
適
用
と
な
り
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
保
健
推
進
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
助
成
対
象
者
】

　

次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に

も
該
当
す
る
妊
婦
の
方

①
和
歌
山
県
内
に
１
年
以
上
前
か

ら
住
所
を
有
し
、
申
請
日
に
お

い
て
岩
出
市
に
住
民
基
本
台
帳

に
記
載
、
ま
た
は
外
国
人
登
録

原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

②
母
子
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
際

に
、
該
当
妊
婦
と
同
一
の
世
帯

に
属
す
る
２
人
以
上
の
子
（
18

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の

４
月
１
日
を
迎
え
た
子
、
婚
姻

し
た
子
を
除
く
。）
が
あ
る
こ

と
。

【
助
成
限
度
額
】

　

８
１
，
０
０
０
円

　

な
お
、
本
年
度
の
助
成
に
つ
い

て
は
、
４
月
１
日
以
降
の
支
払
い

ま
で
遡
っ
て
適
用
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
保
健
推
進
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
一
般
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
」

　
　
　
　

の
実
施
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

「
第
三
子
以
降
に
係
る

　

妊
婦
健
康
診
査
費
助
成
事
業
」

　
　
　
　

の
実
施
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

那賀休日急患診療所の
夜間診療時間の変更のお知らせ

那賀休日急患診療所 紀の川市東大井 350　☎ 77-6410

平成19年４月から診療時間が下記のとおりとなっています。
(日曜祝日・年末年始）
　昼間　９時～17時(受付終了16時30分）
　夜間　20時～22時(受付終了22時）
(土曜日）
　夜間　20時～22時(受付終了22時）

月 日 曜 歯科医師名 住所（診療所） TEL（診）

11　

月

3 土 たかぎ歯科医院 岩出市水栖 11-10 63-0416
4 日 﨑山歯科医院 紀の川市貴志川町丸栖 34-7 64-8727
11 日 水崎歯科医院 岩出市宮 67-4 62-9898
18 日 谷口歯科医院 紀の川市名手市場 252-3 75-4467
23 金 和(なごみ)歯科医院 岩出市根来 937-1 69-0118
25 日 北村歯科医院 紀の川市貴志川町北 810 64-2194

診療時間は、午前 10時から 12 時までと
午後1時から 4時までです。
※受診の際は、電話等で確認のうえご来院ください。
※当番医が急に変更になる場合がありますので、電話が通
じないときは消防署（61-1791・61-0119）にお問い合
わせください。

日曜・祝日の日曜・祝日の
休日歯科診療のお知らせ休日歯科診療のお知らせ

休日歯科急患当番表休日歯科急患当番表 那賀歯科医師会
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総合保健福祉センター

保健推進課

TEL 61-2400

あ
な
た
は
タ
バ
コ
と
健
康
と

ど
ち
ら
を
選
び
ま
す
か
？

シリーズ
　

前
回
は
、
禁
煙
の
準
備
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
シ
リ
ー

ズ
第
４
段
階
は
、
ス
テ
ッ
プ
４
い

よ
い
よ
禁
煙
の
実
行
に
進
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

禁
煙
す
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
離

脱
症
状
（
禁
断
症
状
）
が
出
ま
す
。

多
く
は
、
ニ
コ
チ
ン
漬
け
に
な
っ

て
い
た
か
ら
だ
の
中
か
ら
ニ
コ
チ

ン
が
抜
け
出
す
た
め
に
み
ら
れ
、

通
常
禁
煙
後
３
日
以
内
に
ピ
ー
ク

と
な
り
ま
す
が
、
お
お
む
ね
１
週

間
、
長
く
て
も
２
〜
３
週
間
で
消

失
し
ま
す
。
次
の
よ
う
な
離
脱
症

状
が
現
れ
て
い
る
方
は
対
処
法
を

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

•
タ
バ
コ
が
吸
い
た
い

•
イ
ラ
イ
ラ
し
て
落
ち
着
か
な
い

•
集
中
で
き
な
い

•
頭
痛
、
身
体
が
だ
る
い
、
眠
い

•
眠
れ
な
い
、
便
秘

（
対
処
法
）

1
記
録
を
し
ま
し
ょ
う

　

離
脱
症
状
の
種
類
と
そ
の
程

度
、
ま
た
打
ち
勝
つ
た
め
に
考
え

た
こ
と
や
行
動
し
た
こ
と
、
さ
ら

に
そ
こ
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
記
録

し
ま
し
ょ
う
。
離
脱
症
状
を
、
健

康
か
ら
回
復
す
る
サ
イ
ン
と
考

え
、
つ
い
吸
っ
て
し
ま
っ
て
も
く

じ
け
た
り
、
自
己
嫌
悪
に
な
ら
ず

あ
き
ら
め
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

2
吸
い
た
い
気
持
ち
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
方
法

（
禁
煙
と
結
び
つ
く
生
活
行
動
パ

タ
ー
ン
を
変
え
る
）

○
洗
顔
、
歯
磨
き
、
朝
食
な
ど
、

朝
一
番
の
行
動
順
序
を
変
え

る
。

○
食
後
早
め
に
席
を
立
つ
。

○
コ
ー
ヒ
ー
や
ア
ル
コ
ー
ル
を
控

え
る
。

○
食
べ
す
ぎ
な
い
。

○
過
労
を
避
け
る
。

○
夜
更
か
し
を
し
な
い
。

3
代
償
行
動
法

（
イ
ラ
イ
ラ
す
る
時
）

○
深
呼
吸
を
す
る
。

○
水
や
お
茶
を
飲
む
。

○
散
歩
や
体
操
な
ど
の
軽
い
運
動

を
す
る
。

（
口
寂
し
い
時
）

○
糖
分
の
少
な
い
ガ
ム
や
仁
丹
、

干
し
昆
布
を
か
む
。

○
歯
を
磨
く
。

（
手
持
ち
ぶ
た
さ
の
時
）

○
机
や
引
き
出
し
な
ど
の
整
理
を

す
る
。

○
プ
ラ
モ
デ
ル
の
制
作
や
庭
仕
事

を
す
る
。

そ
の
他
に
も
、
音
楽
を
聴
い
た
り

時
計
を
見
て
、
吸
い
た
い
衝
動
が

お
さ
ま
る
ま
で
数
秒
を
数
え
る
。

4
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
に
つ
い
て

　

ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
は
ガ
ム
を
か
む

こ
と
で
口
腔
粘
膜
か
ら
ニ
コ
チ
ン

を
補
給
し
て
離
脱
症
状
を
緩
和
す

る
、
禁
煙
補
助
の
医
薬
品
で
す
。

心
理
的
依
存
か
ら
抜
け
出
し
、
次

い
で
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
を
減
ら
し
て

ニ
コ
チ
ン
依
存
か
ら
抜
け
出
す
、

と
い
う
よ
う
に
段
階
的
に
禁
煙
を

実
行
で
き
ま
す
。

〈
使
用
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
〉

ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
は
、
安
全
性
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
く
ま
で

禁
煙
の
補
助
剤
で
あ
り
、
医
師
な

ど
保
健
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
禁

煙
指
導
と
組
み
合
わ
せ
て
使
用
さ

れ
た
と
き
、
初
め
て
効
果
を
発
揮

し
ま
す
。
主
治
医
な
ど
か
ら
よ
く

説
明
や
指
導
を
受
け
て
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

5
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
に
つ
い
て

　

ニ
コ
チ
ン
を
含
ん
だ
絆
創
膏
の

よ
う
な
貼
付
薬
で
、
皮
膚
か
ら
ニ

コ
チ
ン
を
補
充
し
、
吸
い
た
い
気

持
ち
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
禁
煙

補
助
薬
で
す
。
使
用
の
際
は
、
医

師
の
診
察
を
受
け
て
処
方
し
て
も

ら
い
ま
す
。
主
治
医
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

以
上
の
こ
と
な
ど
を
参
考
に
し

て
、
禁
煙
を
実
行
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
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平成19年11月 平成19年 12月 両月とも
事業名 実施日 内容 実施日 内容 受付時間 場所

乳
幼
児
健
康
診
査

4か月児
26日㈪

H19 年 7 月生まれ
17日㈪

H19 年 8 月生まれ 13:00 ～ 13:15

総

合

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

27日㈫ 18日㈫

7か月児
20日㈫

H19 年 4 月生まれ
11日㈫

H19 年 5 月生まれ 13:00 ～ 13:15
21日㈬ 12日㈬

1歳8か月児
13日㈫

H18 年 3 月生まれ
4日㈫

H18 年 4 月生まれ 13:00 ～ 13:15
14日㈬ 5日㈬

3歳6か月児
9日㈮

H16 年 4 月生まれ
7日㈮

H16 年 5 月生まれ 13:00 ～ 13:30
16日㈮ 14日㈮

乳
幼
児
健
康
相
談

10か月児
13日㈫

H18 年 12 月生まれ
4日㈫

H19 年 1 月生まれ 9:00 ～ 9:30
14日㈬ 5日㈬

2歳6か月児
9日㈮

H17 年 4 月生まれ
7日㈮

H17 年 5 月生まれ 9:00 ～ 9:30
16日㈮ 14日㈮

パパママ教室
（妊婦教室）

8日㈭

沐浴実習
妊娠疑似体験
産後うつについて
子どもとの関わり方について

10日㈪
歯の健康について
妊娠中の栄養について
絵本の読み聞かせ

13:15 ～ 13:30

栄
養
教
室

離乳食 15日㈭ 離乳食 13日㈭ 離乳食 13:45 ～ 14:00

健
康
相
談

一般健康相談 毎週月曜日
健康や育児等につい
て相談

毎週月曜日
健康や育児等につい
て相談

9:30 ～ 11:30

予
防
接
種

ポリオ
5日㈪
6日㈫
12日㈪

対象者には個別通知

フリー開放
（機能訓練室）

5日㈪
30日㈮

機能訓練室のフリー
開放

3日㈪
21日㈮

機能訓練室のフリー
開放

13:00 ～ 16:00

献　　　血

10日㈯
ミレニアシティ
オークワ

8日㈯
ミレニアシティ
オークワ

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

成分及び一般献血（16
～ 69歳）
65 歳以上の方は 60
～ 64 歳の時に 1 回
でも経験のある方

30日㈮ 松源㈱  岩出中黒店 18日㈫
ホームセンター
コーナン

保健事業予定表保健事業予定表
（平成19年11月、平成19年12月）

保健推進だより

16　2007.11　広報いわで
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国
保
税
を
滞
納
す
る
と

　

災
害
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
納
期
限
か

ら
一
年
を
経
過
し
て
も
納
付
し
な

い
場
合
は
、「
資
格
証
明
書
」
の

交
付
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

「
資
格
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け

る
と

一
、
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
る

場
合
と
同
様
に
国
保
税
は
、
課

税
さ
れ
ま
す
。

二
、
医
療
費
の
全
額
を
自
費
で
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

後
日
申
請
に
基
づ
き
国
保
か

ら
給
付
割
合
に
応
じ
て
払
い
戻

し
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
保
険
給
付
の
全

額
又
は
一
部
を
差
し
止
め
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

○
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険

年
金
課
国
保
係
ま
で
納
税
相
談
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

こ ん な と き 必 要 な も の
他の市町村から転入してきたとき 印鑑
職場の健康保険の資格がなくなったとき 印鑑、職場の健康保険資格喪失証明書

（資格喪失日の分かる書面）職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき
子どもが生まれたとき 印鑑、保険証
生活保護を受けなくなったとき 印鑑、保護廃止決定通知書

▼国保にはいるとき
〈
届
け
出
に
必
要
な
も
の
〉

こ ん な と き 必 要 な も の
他の市町村に転出するとき 印鑑、保険証
職場の健康保険にはいったとき

印鑑、国保と健保の両方の保険証
職場の健康保険の被扶養者になったとき
国保の被扶養者が死亡したとき 印鑑、保険証
生活保護を受けるようになったとき 印鑑、保険証、保護開始決定通知書

▼国保をやめるとき

こ ん な と き 必 要 な も の
退職者医療制度の対象になったとき 印鑑、保険証、年金証書
市内で住所が変わったとき

印鑑、保険証世帯主や氏名が変わったとき
世帯が分かれたり、いっしょになったとき
修学のため、別に住所を定めるとき 印鑑、保険証、在学証明書
保険証を失くしたり、汚れてつかえなくなったとき 印鑑、身分を証明するもの（使えなくなった保険証）

▼その他の届け出

職場の健康保険の資格がなくなった場合…
国保の資格は、職場の健康保険がなくなった日からとなります。
また国保税納付も国保の資格を得た月からですので届出がおくれないようにしま
しょう。おくれると、さかのぼって納めなければなりません。!気をつけましょう !

〈
届
け
出
に
必
要
な
も
の
〉

〈
届
け
出
に
必
要
な
も
の
〉

こ
ん
な
と
き
は

こ
ん
な
と
き
は
国
保
の
窓
口
へ
14
日
以
内
に

届
け
出
ま
し
ょ
う

◎
対
象
と
な
る
方

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
で
、
次
の
条
件
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
方
（
退
職
被
保
険
者
本

人
）
と
そ
の
被
扶
養
者
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

①
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て

い
な
い
方
。

②
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な

ど
（
国
民
年
金
は
除
く
）
の
老

齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
て
い

て
、
こ
れ
ら
の
年
金
制
度
の
加

入
期
間
が
20
年
以
上
（
ま
た
は

40
歳
以
降
の
加
入
期
間
が
10
年

以
上
）
あ
る
方
。

　

右
記
に
該
当
し
て
い
る
方
で
、

年
金
を
も
ら
う
手
続
き
を
す
る
と

年
金
証
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の

で
、
年
金
証
書
・
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
・
印
鑑
を
ご
持
参
の

う
え
、
14
日
以
内
に
国
保
係
へ
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
生

活
福
祉
部
保
険
年
金
課
国
保
係
ま

で
（
内
線
１
９
２
・
１
９
３
）

退 職 者
医 療 制 度
に つ い て

国民健康保険税納期
平成19年度 国民健康保険税
第６期分の納期限は、
11月30日です｡

期日に遅れないようにお納めください。
便利で確実な口座振替制度を

ご利用ください。
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Information
暮暮らしのらしの

情 報情 報

　　　　　　　　岩出市役所…………………62-2141 ㈹
　　　　　　　　

（岩出市教育委員会）

　　　　　　　総合保健福祉センター……61-2400
　　　　　　地域子育て支援センター…62-3362（F兼）
　　　　　クリーンセンター…………62-0814
　　　　市民総合体育館……………62-0370
　　　民俗資料館…………………63-1499
　　岩出図書館…………………62-7222
　岩出警察署…………………63-0110
那賀消防組合………………61-0119

問い合わせ先

12
月
27
日
㈭

12
月
25
日
㈫

12
月
20
日
㈭

12
月
18
日
㈫

12
月
13
日
㈭

12
月
11
日
㈫

12
月
の
開
放
日

岩
出
第
二
保
育
所

岩

出

保

育

所

上
岩
出
保
育
所

根

来

保

育

所

山
崎
北
保
育
所

山

崎

保

育

所

保
育
所
名

63
―
０
２
６
９

62
―
２
４
０
２

62
―
２
８
１
４

62
―
２
７
０
１

62
―
０
７
３
２

62
―
２
８
４
４

電
話
番
号

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
実
施
日
の
２
週
間

前
か
ら
１
週
間
前
ま
で
の
期
間
と
し

ま
す
。（
申
し
込
み
の
際
、
印
鑑
と
お

や
つ
代
100
円
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

　

な
お
、
保
育
所
の
行
事
な
ど
で

実
施
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
各
保
育
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
近
所
に
友
達
が
い
な
い
、
ま

た
子
育
て
に
自
信
が
な
い
等
悩
み

を
も
つ
保
護
者
に
対
す
る
支
援
と

し
て
、
就
学
前
の
在
宅
幼
児
を
対

象
に
市
立
各
保
育
所
に
お
い
て
、

毎
年
5
月
か
ら
3
月
ま
で
の
月
1

回
、
午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時
30

分
ま
で
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
等

福　

祉

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
！

○
入
所
申
込
書
の
配
布
日

　

11
月
１
日
㈭
か
ら

○
配
布
場
所

　

各
市
立
保
育
所

　

し
ら
ゆ
り
保
育
園

　

さ
く
ら
保
育
園

　

岩
出
市
役
所
福
祉
課

○
入
所
申
込
書
の
受
付
に
つ
い
て

　

来
年
４
月
に
、
保
育
所
（
園
）

へ
新
規
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
の

み
次
の
と
お
り
受
付
を
行
い
ま
す
。

（
継
続
の
方
は
、
保
育
所
（
園
）
か

ら
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
期

日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

＊
た
だ
し
、
受
付
日
に
や
む
を
得

な
い
理
由
で
申
し
込
み
で
き
な
い

方
は
、
12
月
６
日
㈭･

７
日
㈮
に

市
役
所
第
一
会
議
室
で
受
付
を
行

い
ま
す
。

○
入
所
で
き
る
の
は
、
家
庭
で
の

保
育
に
欠
け
る
児
童
で
す
。

○
申
込
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合

は
、
希
望
の
保
育
所
（
園
）
に
入

所
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
入
所
審
査
会
で
厳
正
な
審
査
を

行
っ
て
入
所
決
定
し
ま
す
。

○
入
所
方
法
等
わ
か
ら
な
い
事
が

あ
れ
ば
、福
祉
課
保
育
所
係（
内
線

３
２
７
）ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
20
年
度
保
育
所（
園
）入
所

　
　
　
〈
申
込
書
配
布
及
び
受
付
に
つ
い
て
〉

入所希望保育所（園） 定員 保育年齢 受付日

岩 出 保 育 所 120 名 １歳児～ 11月26日㈪

岩出第二保育所 90名 １歳児～ 11月27日㈫

山 崎 保 育 所 250 名 １歳児～ 11月29日㈭

山 崎 北 保 育 所 230 名 １歳児～ 11月30日㈮

根 来 保 育 所 210 名 １歳児～ 12月 3 日㈪

上 岩 出 保 育 所 270 名 １歳児～ 12月 4 日㈫

しらゆり保育園 120 名 ０歳児～ 11月19日㈪

さ く ら 保 育 園 150 名 ０歳児～ 11月21日㈬

市役所第１会議室 上記で申込できな
い方

12月 6 日㈭
12月 7 日㈮

受付時間・・・・・午前 9時～午後 4時
受付場所・・・・・各保育所（園）

　
『
親
子
体
操
』
カ
ト
ち
ゃ
ん
先

生
と
遊
ぼ
う
！
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

　

親
子
で
行
う
体
操
は
、
絶
好
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
で

す
。向
か
い
合
っ
て
遊
ぶ
こ
と
で
、

お
子
さ
ん
の
成
長
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
ん
か
！

○
日
時　

平
成
19
年
11
月
21
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

○
場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
３
Ｆ
多
目
的

ホ
ー
ル

○
講
師　

加
藤
博
之
氏

○
対
象　

在
宅
幼
児
の
親
子

○
定
員　

親
子
30
組
（
先
着
順
）

○
用
意　

体
操
の
で
き
る
服
装
と

運
動
靴
・
飲
み
物

※
申
し
込
み
は
、
直
接
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

「
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
の
お
知
ら
せ
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公
民
館 
冬
の
講
座

「
輸
入
糸
で
編
む
お
し
ゃ
れ
マ
フ
ラ
ー
」

日
時　

平
成
19
年
12
月
３
日
㈪

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場　

所　

紀
泉
台
地
区
公
民
館

材
料
費　

一
、一
二
〇
円

募
集
定
員　

30
名

対　

象　

岩
出
市
内
在
住
の
方

（
大
学
生
以
上
）

準
備
す
る
の
も　

か
ぎ
針
４
号

申
し
込
み
方
法

官
製
は
が
き
に
「
講
座
名
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
」

記
入
の
上
、「
〒
649

6292
岩
出

市
西
野
２
０
９
番
地　

岩
出
市

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
公
民

館
係
」
ま
で
11
月
16
日
㈮
必
着

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　
　

午
前
10
時
か
ら

場
所
＝
岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
２
階
栄
養
指
導
室

◎
ふ
れ
あ
い
学
級

•
人
権
講
座
「
九
十
七
歳
の
お
じ

い
ち
ゃ
ん
も
昔
は
赤
ち
ゃ
ん
」

講
師
＝
「
ガ
ン
が
病
気
じ
ゃ
な
く

な
っ
た
と
き
」

　
　
　
　

著
者　

岩
崎　

順
子
氏

▼
紀
泉
台
学
園

　

日
時
＝
11
月
14
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所
＝
紀
泉
台
地
区
公
民
館

▼
根
来
学
園

　

日
時
＝
11
月
16
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所
＝
根
来
地
区
公
民
館

▼
山
崎
学
園

　

日
時
＝
11
月
26
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所
＝
山
崎
地
区
公
民
館

▼
上
岩
出
学
園

　

日
時
＝
11
月
27
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所
＝
上
岩
出
地
区
公
民
館

▼
岩
出
学
園

　

日
時
＝
11
月
28
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所
＝
岩
出
地
区
公
民
館

パ
ソ
コ
ン
技
術
教
室

受
講
生
募
集

第
３
回
エ
ク
セ
ル（
初
級
）教
室

　

ロ
ー
マ
字
文
字
入
力
で
文
書
作

成
は
で
き
る
が
、
エ
ク
セ
ル
は

ま
っ
た
く
初
め
て
と
い
う
方
が
対

象
で
す
。

【
内
容
】
基
本
操
作
・
文
字
や
数

字
入
力
・
表
や
グ
ラ
フ
の
作
成

【
テ
キ
ス
ト
代
】
八
百
円

【
日
程
】
１
月
11
・
18
・
25
日
・

２
月
１
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

１
講
座
４
日
間
の
受
講
に
な
り
ま
す
。

【
応
募
資
格
】・
岩
出
市
民
の
方
・

全
日
程
受
講
で
き
る
方（
学
生
不
可
）

【
定
員
】
24
名

【
場
所
】
紀
泉
台
地
区
公
民
館

◎
応
募
方
法

官
製
は
が
き
「
第
３
回
エ
ク
セ
ル

（
初
級
）
教
室
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え

11
月
21
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
649

6292
岩
出
市
西
野
２
０
９
岩
出
市

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
公
民
館

係
ま
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合
、

初
め
て
の
方
優
先
で
抽
選
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
開
設
の

お
知
ら
せ

日
時　

11
月
22
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

岩
出
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー　

金
池
92
番
地

お
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室　

市
民
ふ
れ
あ
い
係

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

初
級
社
交
ダ
ン
ス
講
習
会

開
催
の
お
知
ら
せ

○
主
催

　

岩
出
市
社
交
ダ
ン
ス
協
会

○
場
所
及
び
日
時

　

・
桜
台
地
区
公
民
館

　
　

毎
週
《
月
、
水
、
金
曜
日
》

　
　

午
後
１
時
半
よ
り
５
時
ま
で

　

・
岩
出
地
区
公
民
館

　
　

毎
週
《
土
曜
日
》

　
　

午
後
７
時
よ
り
９
時
ま
で

○
月
会
費

　
　

最
初
の
１
ヶ
月
は
無
料
。

　
　

二
ヶ
月
目
よ
り
月
額
千
円
。

　

楽
し
く
踊
っ
て
若
さ
を
保
つ

※
細
目
は
岩
出
市
社
交
ダ
ン
ス

協
会
・
井
内
ま
で
（
０
８
０

３
７
７
７

７
１
０
８
）

総
合
体
育
館

ア
リ
ー
ナ
で
遊
ぼ
う
！

　

市
民
総
合
体
育
館
で
は
、
ア

リ
ー
ナ
（
大
ホ
ー
ル
）
を
一
般
開

放
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

健
康
と
体
力
の
保
持
増
進
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
日
時　

11
月
17
日
㈯

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
ま
で

○
種
目　

卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

○
入
場
料　

無
料

○
注
意
事
項

•
ア
リ
ー
ナ
使
用
に
は
上
履
き
が

必
要
で
す
。

•
使
用
中
の
け
が
等
に
つ
い
て
は

応
急
処
置
の
み
行
い
ま
す
が
、

そ
の
他
の
責
任
は
負
い
ま
せ

ん
。

•
使
用
者
多
数
の
場
合
は
、
入
場

制
限
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

「
紀
州
・
山
の
日
」
Ｐ
Ｒ

木
工
作
品
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

　

紀
州
・
山
の
日
推
進
協
議
会
で

は
紀
州
・
山
の
日
Ｐ
Ｒ
の
一
環
で

木
工
作
品
展
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
木
工
作
品
の
材
料
は
無
料
配

布
い
た
し
ま
す
。

受
付
期
間

　

平
成
19
年
11
月
５
日
㈪
〜

　

平
成
20
年
１
月
11
日
㈮
迄

問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
経
済
課

生
涯
学
習

ス
ポ
ー
ツ

募　

集

暮らしの情報

◎
成
人
講
座

•
料
理
教
室

「
伝
統
食
を
見
直
し
、
食
の
安
全

を
考
え
よ
う
」

講
師
＝
井
爪
京
子
氏

日
時
＝
11
月
10
日
㈯

　
　
　

11
月
21
日
㈬

　
　
　

11
月
22
日
㈭

相　

談
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保
育
所
臨
時
職
員
の

募
集
に
つ
い
て

　

岩
出
市
立
保
育
所
臨
時
職
員
と

し
て
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
臨
時
保
育
士

保
育
士
免
許
を
有
す
る
方
で
長

期
間
勤
務
で
き
る
方

○
臨
時
調
理
員

調
理
師
免
許
を
有
す
る
方
で
長

期
間
勤
務
で
き
る
方

○
賃
金

　

保
育
士　

一
日　

７
，
０
４
０
円

　

調
理
員　

一
日　

６
，
０
４
０
円

○
提
出
書
類

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
１
通

保
育
士
証
ま
た
は
調
理
師
免
許

証
の
写
し

○
勤
務
開
始
年
月
日

　

平
成
19
年
12
月
１
日

○
受
付
期
間

　

平
成
19
年
11
月
１
日
㈭
〜

　

平
成
19
年
11
月
16
日
㈮

○
面
接
日　

後
日
通
知

○
そ
の
他

採
用
さ
れ
た
方
は
、
社
会
保
険

の
適
用
に
な
り
ま
す
。

○
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
３
２
５

紀
北
農
芸
高
校

「
農
芸
祭
」
の
ご
案
内

　
　
　

県
立
紀
北
農
芸
高
等
学
校

　

恒
例
の
農
芸
祭
も
21
回
を
数

え
、
地
域
の
皆
様
に
好
評
を
頂
い

て
い
ま
す
。

　

今
年
も
左
記
の
要
領
で
開
催
い

た
し
ま
す
の
で
、
農
産
物
出
品
の

ご
協
力
と
ご
参
加
を
頂
け
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

記

○
日
時　

11
月
23
日
㈮

○
場
所　

紀
北
農
芸
高
校

○
内
容

　

•
農
産
物
品
評
会　

（
果
実
・
野
菜
・
花
な
ど
の

展
示
即
売
）

　

•
農
場
生
産
物
直
売

　

•
模
擬
店

　

•
文
化
ク
ラ
ブ
展
示
発
表

　

•
芸
術
・
工
学
科
作
品
展
示

　

•
そ
の
他

○
出
品
の
お
願
い

　

一
般
の
方
々
に
よ
る
品
評
会
へ

の
出
品
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

（
農
産
物
・
花
木
・
手
芸
品
な
ど
）

※
出
品
、
開
催
要
項
な
ど
に
つ
い

て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
紀
北
農
芸

高
校
へ
。

　

☎
０
７
３
６

22

１
５
０
０

そ
の
他

主催：岩出市男女共同参画推進員会

①応募資格　岩出市内に在住または通勤・通学されている方　（年齢は問いません）
②応募要領　
　•テーマ：「わたしとあなたの　ふ♡れ♡あ♡い」をテーマとする写真
　•サイズ：Ｌ判（89㎜×127 ㎜）
　•応募点数：１人１点限り（先着 50名）
　•応募方法：写真の裏に住所・氏名をお書きのうえ、所定の応募用紙に添付し、
　　　　　　　事務局までご持参または郵送してください。
　　　　　　　［事務局］〒649-6292　岩出市西野 209 番地
　　　　　　　　　　　岩出市役所　市長公室　男女共同参画係
　　　　　　　　　　　ＴＥＬ：0736-62-2141（内線 113）
•募集期間：平成 19年 11月 21日から
　　　　　　平成 20年１月 15日㈫　午後５時（郵送の場合は消印有効）
•応募用紙の設置場所（平成 19年 11月 16日から設置）
　岩出市役所市長公室・岩出市総合保健福祉センター（あいあいセンター）・
　岩出図書館・各地区公民館７か所・市立保育所６か所・岩出市ホームページ
③注意点
•写真に肖像権を有する人物及び構造物等が含まれている場合、応募者本人が対象者等に
公表の承諾を得たうえでご応募ください。

•いちじるしくテーマにそぐわない場合や性的描写等、写真内容に問題がある場合は、岩
出市男女共同参画推進員会にて検討し、展示しない場合もありますのでご了承ください。

•ご応募いただいた写真は基本的に返却いたしません。
　ご応募いただいた作品は、「岩出ふれあいまつり男女共同参画コーナー」にて展示します。

ふ♡れ♡あ♡い
　岩出市男女共同参画推進員会では、岩出市男女共同参画プラン“ハーモニープラン～共に歩も
う　輝く未来へ～”のもと、男女共同参画社会の実現を目指し活動しています。そして今回、３
月に開催される「岩出ふれあいまつり」の中で、「わたしとあなたのふれあい」をテーマとした写
真コーナーを開設することとなりました。
　現在、いじめ問題や、誰にも相談できずに児童虐待にいたる事件など、胸の痛む事件やまさか
と思うニュースを毎日のように耳にします。
　私たちは、もっともっと「人と人とのつながりを大切に」との願いから、家族・地域・学校・
職場など日常的な生活の場面での、ほっとするような心温まる一コマを下記のとおり募集します。

写真募集!
　県内で発掘された貴重な出土遺物の
展示を行い地域の人々に歴史・文化に
関心と理解を深めていただくことを目
的に秋季企画展を次のとおり開催いた
します。

秋季企画展
展示場所
　岩出市民俗資料館　１階企画展示室
期　　間
　平成 19年 11月１日㈭～25日㈰
展示内容
県内で発掘された貴重な出土品、写
真、パネル等
（岩出市内で発掘調査した出土成果品
及び、和歌山県文化財センターが、
平成 18年度に発掘調査した成果品）

記念講演
日　時
　平成 19年 11月 18日㈰
　午後１時 30分から午後３時 00分
場　所
　岩出市民俗資料館　２階大会議室
演　題
　「土地に刻まれた和歌山の歴史」
　講師　財団法人　和歌山県文化財センター
　　　　仲原　知之氏

主催　岩出市教育委員会
　　　財団法人  和歌山県文化財センター
※開館時間　午前９時～午後５時
　　　　　（入館は午後４時 30分まで）
　休館日　　火曜日

秋季企画展
「土地に刻まれた
　　　　和歌山の歴史」

暮らしの情報
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〆
縄
づ
く
り

講
習
会
の
お
知
ら
せ

　

岩
出
市
農
家
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
〆
縄
づ
く
り
講
習
会
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

参
加
さ
れ
る
方
は
、
当
日
上
岩

出
地
区
公
民
館
へ
お
越
し
下
さ

い
。
事
前
の
申
込
み
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

実
施
日
時

　

12
月
１
日
㈯

　

午
後
１
時
〜
４
時
ま
で

場　

所

　

上
岩
出
公
民
館

持
参
す
る
も
の

　

は
さ
み
・
半
紙
（
二
枚
）

お
問
い
合
わ
せ

　

栗
山
徳
子　

☎
62

３
４
１
４

創
立
１
０
０
周
年
記
念

ふ
れ
あ
い
デ
ー
２
０
０
７

in
農
業
試
験
場
の
開
催
に

つ
い
て

開
催
日
時

　

平
成
19
年
11
月
10
日
㈯

　

10
時
〜
15
時

場　

所
和
歌
山
県
農
林
水
産
総
合
技
術

セ
ン
タ
ー
農
業
試
験
場

　

紀
の
川
市
貴
志
川
町
高
尾
１
６
０

　

☎
０
７
３
６

64

２
３
０
０

内　

容
農
林
水
産
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー

農
業
試
験
場
、
か
き
・
も
も
研

究
所
で
取
り
組
ん
で
い
る
農
業

技
術
の
開
発
や
試
験
研
究
の
成

果
に
つ
い
て
、
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
農
産
物
の
即
売
や
体
験

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
今

年
度
は
、
農
業
試
験
場
創
立

１
０
０
周
年
記
念
行
事
も
併
せ

て
行
い
ま
す
。

和
歌
山
地
場
産
フ
ェ
ア

の
開
催
に
つ
い
て

会　

期

　

平
成
19
年
11
月
24
日
㈯
〜

　

25
日
㈰　

10
時
〜
17
時

会　

場
和
歌
山
地
域
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー

　

〒
６
４
１

０
０
１
２

　

和
歌
山
市
紀
三
井
寺
８
５
６
番
地

　

☎
０
７
３

４
４
７

３
３
３
４

内　

容
和
歌
山
地
域
の
地
場
産
品
を
一

堂
に
展
示
し
、
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る

と
と
も
に
、
実
演
コ
ー
ナ
ー
、

地
場
産
品
即
売
会
も
同
時
開
催

い
た
し
ま
す
。

入　

場　

無
料

小
規
模
企
業
共
済
制
度

の
ご
案
内

　

小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、
個

人
事
業
主
ま
た
は
会
社
等
の
役
員

の
方
が
事
業
を
や
め
ら
れ
た
り
退

職
さ
れ
た
場
合
に
、
生
活
の
安
定

や
事
業
の
再
建
を
図
る
た
め
の
資

金
を
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
お
く

国
が
つ
く
っ
た
共
済
制
度
で
、
い

わ
ば
「
小
規
模
企
業
の
経
営
者
の

た
め
の
退
職
金
制
度
」
と
い
え
ま

す
。

　

こ
の
制
度
の
特
徴
は
、
掛
金
は

全
額
所
得
控
除
。
受
け
取
る
共
済

金
も
退
職
所
得
扱
い
又
は
公
的
年

金
等
の
雑
所
得
扱
い
と
な
り
ま

す
。

　

詳
し
い
内
容
の
お
問
い
合
わ
せ

と
加
入
申
込
み
は
、
商
工
会
、
商

工
会
議
所
、
青
色
申
告
会
、
金
融

機
関
の
本
支
店
の
窓
口
で
取
扱
い

し
て
い
ま
す
。
制
度
の
運
営
は
、

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構
が
行
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w
w
.sm

rj.
go.jp/kyosai/index.htm

l

）

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済

（
中
小
企
業
倒
産
防
止

共
済
制
度
）
の
ご
案
内

　

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
は
、
取

引
先
の
突
然
の
倒
産
が
原
因
で
、

経
営
悪
化
の
危
機
に
直
面
し
て
し

ま
っ
た
と
き
に
資
金
を
借
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
、
中
小
企

業
を
守
る
た
め
に
国
が
つ
く
っ
た

共
済
制
度
。
無
担
保
・
無
保
証
人

で
、
積
み
立
て
掛
金
の
10
倍
の
範

囲
内
（
最
高
三
、二
〇
〇
万
円
）

で
被
害
額
相
当
の
共
済
金
が
借
入

れ
可
能
。毎
月
の
掛
金
も
税
法
上
、

必
要
経
費
ま
た
は
損
金
に
算
入
で

き
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
の
お
問
い
合
わ
せ

と
加
入
申
込
み
は
、
商
工
会
、
商

工
会
議
所
、
金
融
機
関
の
本
支
店

の
窓
口
で
取
扱
い
し
て
い
ま
す
。

制
度
の
運
営
は
、
独
立
行
政
法
人

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
が
行
っ

て
い
ま
す
。（
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://
w

w
w

.sm
rj.go.jp/kyosai/

index.htm
l

）

国
民
年
金
加
入
者
の

み
な
さ
ん
へ

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
付
さ
れ

ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
や
市
町
村
民
税

の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
、
国

民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控

除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
に
、
今

年
一
年
間
に
納
付
（
納
付
見
込
み

を
含
む
）
し
た
国
民
年
金
保
険
料

の
額
を
証
明
す
る
書
類
や
領
収
証

書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
19
年
１
月
１

日
か
ら
10
月
１
日
ま
で
に
、
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に

は
11
月
に
（
年
内
に
納
付
が
見
込

ま
れ
る
場
合
は
納
付
見
込
額
を
含

む
）、
ま
た
10
月
２
日
以
降
に
本

年
初
め
て
納
付
さ
れ
た
方
は
翌
年

２
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
社
会
保
険
庁

か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）控
除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

保
険
年
金
課
国
民
年
金
係

　
　

☎
62

２
１
４
１

　

和
歌
山
東
社
会
保
険
事
務
所

　

国
民
年
金
課

　
　

☎
０
７
３

４
７
４

１
８
４
１

暮らしの情報
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岩出市民運動会第２回

盛会に終わる

主な競技結果は次のとおりです。
〔運動会プログラム〕
◎地区対抗リレー
　優勝　清水地区
　２位　新田広芝地区
　３位　紀泉台地区
◎チームリレー
　優勝　サッカー協会
　２位　市役所
　３位　硬式野球
◎小学校対抗リレー
　優勝　山崎北小学校

　２位　岩出小学校
　３位　中央小学校
◎消防分団対抗リレー
　優勝　第４分団
◎４地区対抗綱引き
　優勝　根来地区
〔スポーツアトラクション〕
◎ペタンク大会
　優勝　西川勝美・右藤尚子・
　　　　細谷小夜子
　２位　的崎千津子・上中久子・
　　　　藤本敏治

　３位　中村廣子・田渕美智子・
　　　　坂口春男
◎グラウンドゴルフ大会
▷第１試合
　優勝　鳥本和子
　２位　村山久子
　３位　西川勝美
▷第２試合
　優勝　武田　弘
　２位　佐東匡郎
　３位　藤川知良

　去る１０月 14 日（日）、大宮緑地総合運動公園において、第２回岩出市民運動会が盛大に
開催されました。
　運動会演技種目はもちろん、アトラクションとして実施いたしましたペタンク＆グラウン
ドゴルフ大会等にも、住民の皆様方に多数ご参加をいただき誠にありがとうございました。

ゴール
を目指

して

頑張れ
!!

ボールを落とさないように
“急げ”“急げ”

ん～なかなか
取れな～い!!

やった
ぜ１番

ワッシ
ョイ

ワッショイ
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第
25
回
和
歌
山
県
中
学
生

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

○
日
時　

平
成
19
年
８
月
25
日
㈯

○
結
果

〔
女
子
ダ
ブ
ル
ス
〕

　

２
位　

福
岡
美
幸
、
西
元
彩
乃

〔
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〕

　

３
位　

酒
井
祥
平
、
橘
佳
亮

第
23
回
和
歌
山
県
学
童

軟
式
野
球
大
会
（
Ｃ
級
）

○
日
時

　

平
成
19
年
８
月
25
・
26
日

○
場
所

　

橋
本
市
南
馬
場
緑
地
広
場
ほ
か

第
27
回
那
賀
地
方
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
少
林
寺
拳
法
大
会

○
日
時　

平
成
19
年
９
月
２
日
㈰

○
場
所　

岩
出
市
民
総
合
体
育
館

○
結
果

《
総
合
優
勝
》

　

岩
出
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

《
小
学
生
低
学
年
の
部　

優
勝
》

　

岩
出
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

《
小
学
生
高
学
年
の
部　

優
勝
》

　

岩
出
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

《
中
学
生
の
部　

優
勝
》

　

岩
出
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

〔
団
体
演
武
〕

▽
小
学
生
低
学
年

　

優
勝　

岩
出
Ａ
チ
ー
ム

▽
小
学
生
高
学
年

　

優
勝　

岩
出
Ａ
チ
ー
ム

　

２
位　

岩
出
Ｂ
チ
ー
ム

〔
組
演
武
〕

▽
小
学
１
年

　

優
勝　

橋
本
硬
太
・
小
倉
美
浪

▽
小
学
２
年

　

優
勝　

田
中
智
也
・
宮
島
秀
明

　

３
位　

西
崎
杏
佳
・
畠
山
美
咲

▽
小
学
３
年

　

２
位　

伊
藤
誠
矢
・
高
橋
優
登

　

３
位　

坂
本
晃
也
・
宮
島
秀
明

▽
小
学
４
年

　

優
勝　

嶋
田
祐
大
・
田
中
凌
太

　

２
位　

西
崎
紘
平
・
宮
野
陸

　

３
位　

永
原
雅
也
・
田
村
祥
暉

　

３
位　

永
原
理
紗
子

　
　
　
　
　
　
　

・
太
田
明
日
加

▽
小
学
５
年

　

優
勝　

河
合
稜
太
・
栗
原
大
輔

　

２
位　

田
中
聖
也
・
渡
辺
和
貴

▽
小
学
６
年

　

優
勝　

川
越
悠
斗
・
坂
本
拓
弥

▽
中
学
有
段

　

優
勝　

仲
西
剛
志
・
溝
内
裕
士

　

２
位　

西
谷
友
里
・
前
田
若
那

　

３
位　

谷
本
竜
基
・
森
本
隆
良

〔
乱
捕
〕

▽
小
学
１
年
男
子

　

優
勝　

橋
本
硬
太

▽
小
学
２
年
男
子

　

優
勝　

沼
田
晃
千
月

　

２
位　

田
中
智
也

　

３
位　

宮
島
秀
明

▽
小
学
４
年
男
子

　

優
勝　

田
中
凌
太

　

２
位　

嶋
田
祐
大

　

３
位　

西
崎
紘
平

▽
小
学
５
年
男
子

　

優
勝　

河
合
稜
太

　

２
位　

栗
原
大
輔

　

３
位　

坂
本
充
希

▽
小
学
６
年
男
子

　

優
勝　

蔵
本
陸

　

２
位　

川
越
悠
斗

　

３
位　

坂
本
拓
弥

▽
小
学
１
・
２
年
女
子

　

優
勝　

西
崎
杏
佳

　

２
位　

畠
山
美
咲

　

３
位　

小
倉
美
浪

▽
小
学
３
・
４
年
女
子

　

優
勝　

日
浦
舞
子

　

２
位　

薮
内
陽
菜

　

３
位　

西
田
み
ゆ

▽
小
学
５
・
６
年
女
子

　

優
勝　

菅
原　

彩

　

２
位　

太
田
明
日
加

　

３
位　

塩
谷
佳
那
子

▽
中
学
１
・
２
年
男
子

　

優
勝　

谷
本
竜
基

　

２
位　

津
賀　

彬

　

３
位　

溝
内
裕
士

▽
中
学
３
年
男
子

　

優
勝　

渡
辺
大
貴

▽
中
学
女
子

　

優
勝　

西
谷
友
里

ス

ポ

ー

ツ

主
な
大
会
結
果

○結果
　優勝　岩出ヤンキース

～岩出市生活研究グループ協議会大会

　　　　　　に出展された料理から～

今月は、「巻き寿司」をご紹介します。

《料理のいわれ、特徴》
　地元の野菜を使って巻き寿司を作りました。

蕗のとうグループ

料理名 巻き寿司 グループ名 蕗のとうグループ

【材料】
米‥‥‥‥‥‥ １升（1.4K）
のり‥‥‥‥‥‥‥‥‥10枚
合わせ酢　
　酢‥‥‥‥‥‥‥ １カップ
　砂糖‥‥‥‥‥‥‥ 180 ｇ
　塩‥‥‥‥‥‥‥‥‥45ｇ
干し椎茸‥‥‥‥‥ ６～７枚
人参‥‥‥‥‥‥‥ ２～３本
たくあん‥‥‥‥‥‥‥ １本
なばな‥‥‥‥‥‥‥‥ １束
高野豆腐‥‥‥‥‥‥‥ １箱
かまぼこ（赤） ‥‥‥‥ ２本
調味料
　だし‥‥‥‥‥‥‥‥ 適量
　しょう油‥‥‥‥‥‥‥〃　      
　みりん‥‥‥‥‥‥‥‥〃　
　砂糖‥‥‥‥‥‥‥‥‥〃　
　塩‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〃　

【作り方】
①　合わせ酢を煮立てすし飯を作る。

②　干し椎茸は戻し、煮含めて１㎝幅に切る。

③　人参とたくあんは７㎜× 21㎝の丈に切り、人参はやわらか
く煮る。

④　かまぼこは細く切る。

⑤　なばなは茹でておく。

⑥　高野豆腐は戻して細く切り、含め煮する。

米米やや
地域地域のの食材食材
をを使使ったった
料理料理
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花と緑の教室「草木染め教室」（身近な植物を使っての草木染め）
●日　時：11月11日㈰　午後1時30分～4時
●講　師：草木染めインストラクター　岡田　恵美（オカダ　エミ）先生
●参加費は無料（※但し入園料が必要）
●現在、参加申込みを電話等で受付中です（定員は32名まで先着順）
花と緑の教室「ポタニカルアート（植物の精密画）の描き方」
●日　時：11月18日㈰　植物のスケッチ　※両日ともに午後1時30分～4時
　　　　　11月25日㈰　彩色から仕上げ　※泫 二週続けての受講となります
●講　師：テキスタイルデザイナー　迫間　あやみ（ハザマ　アヤミ）先生
●参加費は無料（※但し、18日㈰の第１回目のみ入園料が必要）
●現在、参加申込みを電話等で受付中です（定員は32名まで先着順）
花と緑の教室「クリスマスの飾り方」（クリスマスの壁飾り）
●日　時：12月2日㈰　午後1時30分～4時
●講　師：フラワースタイリスト　森　ルミ（モリ　ルミ）先生
●参加費は、材料費として2,000円程度必要　又、別途入園料が必要
●現在、参加申込みを電話等で受付中です（定員は32名まで先着順）
気軽にちょこっと体験（11月のテーマ：苔玉をつくりましょう）
●日　時：11月10日㈯・11月17日㈯　午後1時30分～3時
●講　師：緑花センター職員　笠松　久雄（カサマツ　ヒサオ）
●参加費は、材料費として1,000円程度必要　又、別途入園料が必要
●現在、参加申込みを電話等で受付中です（定員は24名まで先着順）
花と緑の相談コーナー（花木の選定、栽培管理、病虫害の診断防除等の相談及び指導）
●日　時：11月3日、10日、17日、24日の毎週土曜日　午後1時～4時30分
●相談員：大原　明（オオハラ　アキラ）先生
花木及び作品の展示会（展示会の最終日は午後4時30分まで）
「秋の山草展」（一部即売あり）
●日　時：11月10日㈯～11月11日㈰　午前9時～午後5時
「第40回寒らん展」（一部即売あり）
●日　時：11月17日㈯～11月18日㈪　午前9時～午後5時
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図書館へ行こう!
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

岩出図書館
（根来 1472 番地の 1）☎ 62-7222

印は休館日です。

☆本はひとり５冊まで２週間借りることができます。
☆AV資料はおひとり３点まで１週間借りられます。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

中央公民館図書室
上岩出地区公民館図書室

岩出図書館・駅前ライブラリー
総合保健福祉センター図書室

11月のカレンダー

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、ま
たは駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
ただし、DVD・ビデオ・CDなどの視聴覚資料、紙芝
居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウン
ターにお返しください。

　開館時間：岩出図書館　10:00 ～ 19:00
　　　　　　岩出図書館を除く分館・分室
　　　　　　　　　　　　10:00 ～ 18:30

印は岩出図書館本館が休館のため、閲覧のみとなります。

日　　時：平成 19年 11月 24日㈯　14:00～
場　　所：岩出図書館　大会議室
対　　象：小学生（定員：先着 20名）
申込方法：岩出図書館カウンターに直接申し込みいただ

くか、電話（62-7222）で申し込みください。
　　　　　定員になり次第、締め切らせていただきます。
参 加 費：無料
そ の 他：まつぼっくりのクリスマスツ

リーにかざるビーズやスパン
コールなど、かざりたいもの
持ってきてください。

まつぼっくりで
クリスマスツリーをつくろう！

Ｑ　館内（月末）整理日には何をしているの？
Ａ　毎月末日（ただし、その日が木曜日、土曜日、日曜日、
祝日及び祝日の翌日に当たるときは、翌月の第１金曜
日）は館内整理日として図書館は休館しています。館内
整理日の詳しい日程については、岩出図書館で配布し
ている利用カレンダーをご覧ください。
　　館内整理日には、開館中にはできない、本や雑誌の
並び替えや展示の入れ替え、古い本を書庫に整理した
り、館内外の清掃作業を職員全員で行っています。ま
た、１ヶ月の統計類の打出し、毎日の打ち合わせの時
間ではできないような時間のかけた打ち合わせや研修
会、避難訓練なども行っています。その他にも、機器
のメンテナンスや未返却者に対し訪問による督促など
も行っています。

図書館Ｑ＆Ａ

●11月のおはなし会●
毎週日曜日に、おはなし会開催 !
場所‥岩出図書館おはなし室　13:30 ～

○４日・11日 …「おはなしドロップス」
○18日・25日 …「おはなしのとびら」
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市の人口と世帯（平成 19年 9月末日現在）　総人口 51,912 人　男 25,136 人　女 26,776 人　世帯数 19,526

岩出小学校・根来小学校・上岩出小学校の
工事が完了
　教育委員会では、年次計画的に学校施設の耐震
補強工事とともに老朽施設の改善等を実施し、教
育環境の整備に取り組んでいます。
　本年度で実施した岩出小学校南校舎と根来小学
校北校舎の耐震補強を含む大規模改造工事、上岩
出小学校管理棟の耐震補強工事は、８月末に完了
いたしました。
　児童・生徒の安全を確保するために、事業年度
の前倒しを行い、順次工事を施工しており、小学
校は平成 20年度、中学校は平成 21年度で工事
を完了する予定です。
　今後も安心・安全なまちづくりを推進するため、
学校施設等の整備の充実を図ってまいります。

　紀州根来寺かくばん祭り実行委員会では、少し
でも多くの人に岩出の歴史、根来寺や周辺の歴史・
文化に興味を持ってもらい、これを体感していた
だくため、根来寺開祖のかくばん上人のお名前を
いただき、次のとおり第 10回「紀州根来寺かく
ばん祭り」を開催します。
◎日時　平成19年 11月 24日㈯
　　　　午前９時30分から午後３時30分まで
◎場所　根来寺境内
◎内容　能舞・民俗芸能・鉄砲隊の演武など。お
茶席コーナー・根来塗などの各種体験コーナー・
物産コーナー・ねごろ山（紀泉郷県立自然公園）
散策ウォーク・お餅プレゼントなど。
※当日「いわで語り部クラブ」による語り部ツアー
を催行しますので、この機会にご参加ください。

（無料・当日の申込が必要）
※当日「第２回紀州根来鉄砲まつり」の演武が、
１時30分から３時30分までの間、一乗閣前で開
催されますので、こちらの方もお楽しみください。
◎問合わせ先　岩出市観光協会
　電話0736ー 62ー 7101（岩出市商工会内）

 耐震補強工事で安心・安全なまちづくり

 紀州根来寺かくばん祭り 開催のお知らせ

上岩出小学校

根来小学校根来小学校

かくばん祭り

市では、｢岩出市のイメージキャラクター」を募集しています。皆さん奮ってご応募下さい!!
締め切りは、11月30日㈮まで（応募方法など、お問い合わせは、市長公室まで）


